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は
、
一
.七 

.八
ニ
年
、
八
リ
に
生
ま
れ
た0
搞
じ
て
グ
ィ
レ
.ル
メ
は
、
.外
科
醫
と
し
て 

，ナ
ポ
レ
ォ
ン
银
に
投
じ
、，
.ョ
.丨
.ロ
ッK

の
戰
野
を
瓯
廻Q

た
。
.戰
場
の
血
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職
'い
光
景
は
、.
.
.
ヴ
ィ
レ
ル
メ
の
心
.に
齡
く
人
間
愛
を
吹
込
ん
だ
の
で
あ
つ 

•た
。
，戰
後
、>

 
ィ
レ
ル
メ
は
、
駿
者
と
し
て

立
：'

つ
代
り
に
、
.行
刑
學
ン
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衆
衞
生
學
及
び
經
濟
學
にノ
生
涯
の
|±
罾
を
求
め
た
。
，：そ
し
て
、
ニ
十
年 

間
と
い
ぅ
も
の
を
、y
ィ
.レ
ル
.メ
は
、
氣
齡
*
日
光
*住
宅
0生
活
水
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及
.び
i

病
が
.、
：：罹
病
率
や
死
亡
率
に
及
ぼ
す
影
響I
つ
い
て
の
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究
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.當
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ィ
レ
'ル
メ
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、
農
業
勞
儆
者
と
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場
勞
働
若
2
の
間
に
、
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.
康
上
.の
奢
し
い
蓮
が
あ
る
と
え
を
澈
摘
し
、
ヒ
塌
霞
考
の
俾
い
生
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狀
態
を
改
善
す
る
こ
と
に
範
獻
し
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い
た
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の
で
あ
石
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時
、
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螺
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場
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帶
に
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け
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働
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の
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體
的
並
び.に
道
德
的
狀
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限
り
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確
に
調
査
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せ
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糜
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織
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ソ
勞
働
者
階
級
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慘
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一
日
に
十
六
時
間
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ら
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七
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間
立
っ
•た
儘
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.で
お
り
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そ
の
う
ち
最
少
限
十
三
時
間
は
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位
置
も
姿
勢
も
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え
ず
に
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"室
の
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か
に
い
る
。
そ
れ
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最
导
や
勞
働
で
も
作
業
で
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な
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あ
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も
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養
不
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で
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時
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遠
方
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に
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摇
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械
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だ
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火
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報
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搽
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.
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け
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け
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働
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ィ
レ
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働
^-
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き
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康
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適
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窀
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大
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1
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報
齿
.
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院
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げ
だ
後
で
な
け
れ
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し
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い
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で
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つ
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ル
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何
な
る
場
合
に
お
い.て
.も
、
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を
镲
い
た
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理
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を
述
べ
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し
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寧
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っ
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:
で
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^
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反
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早
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•
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榮
の
出
现
が
见
ら
れ
た
。
•し
か
もア
ル
サ
ス
及
び
、ロ
|
卞
ン

地
方
に
お
い 

七

.、
機
械
化
が
特
に
急
速
で
あ
り、
.紡
：錘
は
、
1

<三
四
.年
の
七
0
〇
、
へ
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〇
〇
o
錘
か
ら
、.r

八
四
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早
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縣
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六
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〇
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-
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八
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0.
6
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0
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か
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ー
八
四
六
啐
。
は
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、'八
0
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〇
個
七
な
っ
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(Le- 
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r, op. cit.. t. II: p.:

1
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°
そ
し
て
全
フ
ラ
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に
つ
い
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遭
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ぐ
r
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〇
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生
產
は
媸
大
し
、
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.ー
八
1ー'
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八
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に
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ラ
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〇
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八
四
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〇
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つ
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綿
3:
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お
け
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が
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普
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時
に
カ
織
檄
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採;«
'

'

を
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進
し
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。
ア
ル
サ
ス
地
方
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杈
い
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¥
く
も
ー
八
ー
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三
年
に
カ 

;'
-

1

が
使
用
さ
れ
、そ

し

ズ
-

八
码
六
年
に
は
、
一
ゴ>

〇
〇
〇
豪
の
ぅ 

〉

"ち
、

ー
0
、
〇
〇
〇
»:
が
機
械
化
.さ
れ
た
.<x

<D-vass§
r,op. cit, t

*

 

II. p. 

1
700)

。
フ
ラ
ン
メ
全
體
に
 

'つ
い
て
は
、㈣
え

ば

.
一
八
ー
ー
ー
四
年
に
は 

.

、̂
©

◎
◦

臺
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
ぺ
ー
八
四
六
年
に
は
三
ナ
、

0

0

0 

毫
-で
あ
っ
た(L

e
v
a
s
s
s
r
r
o
p
.

 

cit. 

t
‘ 

H. p.. 178 〉。

羊
毛H

業
に
っ「

い
て
は
：
。ハ.リ
.の
ほ
か
、

マ
ー
ン
轉
の
ラ
ンX
-
Vセィ 

ナ
ン
フ
ヱ
リ
エ.
.
I
ル
縣
の
.エ
ル
ブ
I
フ
.、
，ア
I
デ
ン
.縣
の
.
.セ
1-ダ

y-
f
 

ノ 

:
丨
：ル
縣
の
ル
：ゥ
ベ
へ
が
主
た
る
中
心
で
あ
っ
た
。
紡
錘
は
、.
ー
八
ー
ー
九
年
が 

.:1|

四
〇
、
o

o

o個
、

一'.
;八
四
七
竽
が
ー
擧
に
三.辟
の
七
五
〇
•、

000'. 

.錘
で
あ
り
、

一
錘
に#
き1.

年
間
に
十
一i

キ
ロ
ダ
ラ
ム
の
原
毛
を‘處
理
し'

,

て
い
た(Levassedr, op. 

cit. t. II. p
.
l
s
s
)。

こ
の
た
め
絲
價 

は
半
減
じ
た
が
、
力i

は
、
羊
毛
工
業
に
關
す？)
/
限
り
未
だ
導
入
さ
れ 

:て
い
な
か
.つ
た
0:
- 

• 

.

.
■
 

'

.絹
工
業
に
お
い
て.は
、
ジ
ャ
ヵ
I
ル
機
の{g

成
を
見
た
。■そ
し

て

.
一
八 

一
四
七
年
に
は
、W

ョ
シ
に
：お
い
て
、.六
〇
、

0

0

0

S
の
：ジ
ャ
力
-
1ル
機 

が
使
用
さ
れ
て
い
た.へs
o>
\
e
, 

H. 

二 La

 

v
i
e

g'o
n
o

 
日 

i
qfi
e d

e

p 

F
r
a
n
c
e

 sods la M
o
n
a
r
c

trie 

Censitaire 

181511848= 

pe>
- 

.
ris, 1927. p.. 73

}。

一
 

八
四
.
K年
の
產
額
は
、
フ
ラ
ン
.ス
金
體
を
通
じ 

て
三
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
フ
ー
プ
ン
.に
達
し
、
そ
の
半
分
が
主
と
し
て
ィ 

ギ
リ
ス
、
7-
メ
.リ
ヵ
に
輸
出
さ
れ
て
い
た.の
で
あ
る
.(s§

e, 

op. 

cit.
p. 

s
o . 

.

織
物H

業
に
、お
：け
る
機
械
化
の
か
か■る
進
展
は
、
働
力
の
面
に
お
け
る 

變
革
を
推
進
し
た
。
卽
ち
水
力
の
使
用
に
代.つ.
1て、
.
蒸
氣
機
關
の
採
用
が 

V

般
化
し
た
の
：で
あ
る
。1

八
三
〇
年
の
蒸
氣
機
關
が
，

；

フ
ラ
.ン
ス
全
體
. 

.通
を
.じ
て
ニ
、

五
〇
臺
、'巨
1一、
：
ー1
0/\
'
;馬
カ
で
‘
つ
无
0
に
：對
1̂
、
：

,1

八
四
八
年
に
は
五
、. 一
r

H

g、.六
©
、
七
八
九
馬
力
と
な
つ
たへp
e丨 

く 
a
s
s§r
'.o
p
. 

IL p
，
171)0 

し
か
も
特
に
/

-ル
縣

、
.
セ
ィ

ナ
ン
フ
ン
ェ
リ
エ

ー

.ル
縣
、

オ

■丨
ラ
ゾ
縣
、
ロ
ワ

!
ル

•ア
ゾ
フ

.X—

ル
縣
、
 

ソ
：1X

 

•
-，：ロ
ワ
ル
縣
、
ブ

■—

^
.ェ：
.'
ド
ゥ

.：'
ロ
- 

—ヌ，.縣
、
セ
ー
ゾ

,
縣

、■ 
ロ
.
ヮ

ー

ル

縣

、
T
.ン
縣
、
ザ
ル
縣
に
：お
い
で
、
急
速
な
普
及
を

 
ー/K
し 

■•
て
い
た
。.
そ
し
.て
、
..
こ
れ
等
の
諸
縣
の3
ち
、；
織
物
エ
業
の
繁
榮
し
た
谷 

.;

縣
、
例
え
ば
ノ
，.丨：ル
：、
：セ
：ィ
ナ
ゾ
フ
チ
リ
工
丨
ル
、
：
ォ
ー
；ラ
シ
の
諸
縣
に 

.お
い
て
、：'新
動

カ

の

採

用

が

、
へ
特
，

に

顯

著

で

あ

：
つ

た

-^
で
あ
る
？

‘:

■
-ー

「

生
齋
の
增
大
、
機
械
採
用
と
集
中
の.進
展
、
へ
大
エ
業
の
發
展
が
、
，
こ
の 

時
代
を
特
徵
づ
け
る
最
も
有
ガ
な
經
濟
規
象
で
^
る」

c
s:f
.
.
o
p
r
o
i
t
. 

pp. 6
7
-
6

00)。

','

そ
し
て
大
エ
業
の
制
湖
が
、
'.
吣

.-
~
*八
四
-0
^

^

^

お 

.
，
い
て
確
實
と
な
つ
た
。
し
か
も
こ..の.過
程
.は
、
極
め
'て
緩
漫
な
連
度
を
以 

て
な
さ
ル
た
。
第
十
九
世
紀.の
、こ
の
時
期
に
お.い
て
も
‘、.，.大
.エ
業
'に
.屈
傭 

...さ

れ

る

勞

働

者

數

は

V
:全H

場
勞
働
者
數
五
、0

0

0、
.〇
〇
〇
名
に
對 

し
'
.そ
0
略
四
分
：の.
.一:
_
.
に
當
る
1
:、
三
〇
0
、
'0
0

0名
に

^

^

な
か
つ 

た(
B
u
r
n
h
a
m
,

 A
v

 
ょ IndIistri

,e.Life a
n
d

 L
a
b
o
r

 in: F
r

'wn
c
e 

.Isi5118483 Journal of 

E
co'
n
o
m
i
.oHistory, 

N
o
v
e
m
b
e
r

 
一
.
 

1943 .p. 124) 。

從
ク
：て
大
エ
業
に&

さ
れ
.る
勞
働
者
は
-
:
未
だ
何
等 

'■

I

l

f 
か

嘗

r

外
科
駿
ヴ
ィ
レ
ル
メ
の
服
に
映
じ
た
フ
ラ
ン
ス
織
物
勞
働
者
.

」
，

.で
あ
つ
た
の
は
、
侬
然
と
し
て
家
内
工
業
で
，あ
々
、
し
か
も
大
工
業
の
急 

.速
な
發
展
に
も
拘
わ
ら
ず
、
筒
知
の
如
く
、
.
.フ
ラ
ゾ
.ス
に
お
い
て
は
、
家 

.內
エ
業
が
売
全
に
騮
逐
さ.れ
ず
、
寧
ろ
大
エ
業
：又
の
隸
屬
に
依
つ
て
、
又
. 

.

::

は
家
内
.

H

業
自
體
の
■内
部
に
.お
げ
る
勞
働
强
化
に
依
つ
て
、
艰
强
い
存
續 

;
を
ー
ボ
じ
て
い
た
の.で
あ
つ
■た
。
.そ
.し
て
家
內
エ
業
內
部
に
お
竹
る
こ
の
劣 

Ih
な
勞
働
條
件
が
、
夭
エ
場
に
靈
さ
れ
：る
勞
働
者
の
待
遇
を
、
家
内
エ 

業
に
.お
け
る
と
同
：|程
度
に
迄
切
下«-
た
め
气
总
フ
ラ
X

X工
場
勞
働 

.
者
は
、
長
く
不
遇
な
狀
態
か
ら1E
す
る
こ
.と
が
出
來
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

.
'住
宅
'の
：不
.足

.
然
し
と
に
か
く
顯
著
で
あ
づ
た
エ
場
制
エ
業
の
成
立
は
ポ
同
時
に
そ
の 

.反
面

に

お

：
い

て

、H

場
勞
働
者
階
級
の
形
成
一
を
導
い
た
。'
そ
し
て
一
八
五 

•ー：年
に
は
、.大
エ
場
主
'
1
.
:
ニ
四
、
0
〇
〇
名
、
-̂
れ
に
爾
傭
さ
'れ
る
勞
働 

者
.
.
1
、
三
0
六〈

0

0〇
名
、
小

,^
場
主
コ
.：、
.五
呀
八
、
0

0〇
名
、，
こ 

:

れ
に
使
用
さ
れ
る
勞
働
者
ニ
、
八
〇
四'、0

0

0名
で
あ
つ
て
^

r
, 

0P, 

cit. p._

00

7)

、：

大H.

陽
，主
4
名
に
付
い
て
勞
働
者
十«
、
小
エ
.煬
主
：1名 

.

.

:

に

對

し

：
て

勞

働

者

ニ

名

，の

割

食

と

■な
2
た
0
.
.
し
か
も
、-當
時
、
特
に
織
物 

X
業
に
.お
い
て
、
，
經
臀
の
夭
規
模
化
が
急
速
で
お
り
、
.從
つ
て
勞
働
渚
階 

•

.
'
級
'©
形

成

於

顯

著

に

進

み

、

ェ

場

、
チ

六

1
、.[5
|
ニ
0
名

に

對

し

、
：
こ

.れ
r

，

八
：
五

(

八

四I.:

:

.

•

.
:•
外

科

醫

ヴ

；ィ
レ
ル.メ
：の

眼

に

映

じ

た
'
ラ

ジ

, 

ぐ
.
，

':
-
ス

癥

物

勞

働

菩

階

級

：に

お

け

る

慘

狀

，



.

.

コ1甶
擧
會
雑
誌
第
四
十.六
.卷
.
.
.第

す

號
-

,

:

:.'
.
-:
:?

,

れ
3
澇

働

者

は

，
、
賀

祀

汍

0
八
、
四
四
1ー

茗

で

あ.0
;9
3
髮

<!
>戾

：： 

o
p
, 

cit. 

t
.-^
.
:
;
p
，，2
8
9.x
i
場
主
；1
.名
に
付
い
丈
霞

,
 

:'-
'

.
パ
.
.

:!
:
場
制
度
は
っ
識
铖
劈
を
使
用
す
る
た
め
、
；
多

敷

の

霞

者

^
象

翠 

と

し

、

.
か
:<
:て
^
1
:
1
:
勿

粟

.に
»
す
各
,

を
促
進
し
た
-0
趔

x-
ば
ァ
ル
ン 

V

ス

地

方
.0
雪

な

織

物

都
?|
1
ぺ
、
、
：
ュ

ル

丨

^

.0
人

：ロ

は'.
:「

一
 

6
、
：0

0

0名
が
ら
''
,
1:八

-:
七
年
ニ
0
-.
'
*
0〇
〇

芳
^

三
0
、
0

0

0名
に
膨
脹
し
た
：：

(

s
y
, 

o
p

*;
:
c
i'.
c
+
. 

p
.
.

:8
8)

。;:
又
-一
八
 ̂

六
年
に
は
人
.ロ
：三
、
0

0

0名
以
上
の
；蕾
迄
居
往
す
る̂

々
が
、
.ニ
、

ベ. 

◦

^
，̂、'
.，©
©

©名
^
達
^
た
横
で
^
つ
^
.
. 

f
s

s'
,
.
.
o
p
,
.
c
i
t

，
.«;
p
.
.
,

00

7
'

1

8

8

)

'°
'

.…

...て'..'':
ベ'

'

. 

•
，
^

■;
H
場
制
工
業
は
、A
io
:夂
5
に
'、.：都
^<

 
ロ
.の
念
遽
t
膨
脹
を
導
い
た
。 

織
物
都
市
の
人
ロ
漱
姻
が
、
.：
：
特

别

に

顧

著

ヤ

あ

つ

た

。
：：

か

く

て

、
：
織

物

勞

ぐ

• 

働
考
の
間
に
抽
ぃ.て
：、8

1ぐ
の
心
掘
は>
職
を
'得
て
、か
,
^
: 

'

住
昆
を
探
す
，

.こ
一
と
で
あ
る

」
〈
T
a
b
l
e
a

夕
.
.：

t.

. 

n, 

p
,
00
7)

：
：.と
、

-1
わ
れ
た
德
で
あ
つ
たo 

勞
働
諸
は
、
a：
；場
.の
：周
竣
&

集
I.
;
、：
狹
隘
な
家
屋
の
：な
か
に
起
居
し
て 

い
た
。
ノ
ー.ル
.縣
•の
.有

數

な

織

物

都

市

リ

1
ル
の
^
^
、
こ
の
狀
況
が
特 

に
悲
慘
で
.あ
：
つ

た

。
£
リ
ー
ル
：に
お
い
ズ
、
贫1
い
：露

赛

尤
.塞

な

狀

？ 

藤
が
，
比
較
し
て
多
く
見
あ
れ
る
地
區
は
、
.小
路
と
1こ
.
れ

を

雙

狹

く

て
 

#

く̂
ね
.つ
た
深
い
ど
ぶ
川
と
が
見
立:-
3

>タ
厂
.ク
街
の
；
 
ー'
^
^̂-
る
0 

そ
.こ
ば
横
：の
-¥
均
が
11 
一o
f
ト

ル

杧

對

ね

、
：
縦

：
一

1〇
〇
メ
：|
.ト
ル
.
.の
.
： 

場
所
で
あ
る
。
，.
-の
敷
字
は
’
調
ぺ
て
見
だ
該
都
市
の
地̂

^
^

正
確
で
あ
る
。
從
：っ
：て
そ
の
：ー

證

、
.約

：ニ

四

、

〇

〇

0
苹

方
.メ
ー

ト
ル
へ

•

,

A六

べ(

八
®
 
一

p 

一

，

の
：
面

遛

を

難

っ

？
ご

と

：
に

な

る

。
パ
人
ロ
調
査
：
が

V
A一
 1

六
年
に
：行
な
わ
れ
、

:
傳
ぇ
ら
.れ
た

詳

細

な

：
こ

:0
結

果

か

：
ら

、

そ

の

火

ロ

_が
當
時
£
ぉ
い
て
約
三 

X 

.

.
0

0

0

浴
で
あ
つ
；：た
と
確
言
し
得
る
。
こ
こ
.は
、
'八
^
カ
メ
ー
ト
斗
の
面 

樹
に
毀
し
て.1

.
'人

.¥
均
で
あ
:0
、
他
の
如
何
な
る
場
所
ょ
り
も
人
口
胄̂ 

.の
高
い
。ハ.
.リ，の
.市
場
.街
や
.ァ
ル
.キ
.街
に
も
®
敵
す
る
程
で
あ
る

J

.-C
T
a
b
— 

.

.
l
e
a

fl
. t

ゾI, 

P
p
.oo
o
j
8
1

)

o 
.し
か
も
、『

首
府
の
こ
れ
等
の
地
厳
に
お
：
 

.
い
.て
、
家
屋
は
、-
.少
な
.く
と

も

地

下

室

の

上

に

三

階

女

持

ち

、
.
.
普

通

四

階 

か
：
五

階

、

鹰
i
ハ
階
や
七
階
を
持
つ
。.然
る
：に
、
リI
ル
の
-
タ
ー
ク
街 

.ゃ
そ
の
界
隈
.に
ぉ
い
て
、
家
麗
は
、
固
ょ
り
全
部
の
家
屋
の
卞
に
多
く
あ 

る

譯

で

は

な

：い

地

下

.を
入
れ
て
も
、
精
々

T

一
階
か
三
階
で
あ
る
。
こ
の
た 

め
、
そ
こ
の
住
民
は
、
若
し
次
の
表
現
が
許
さ
れ
^
と
す
れ
ば
、
.パ
リ
の 

最
も
人
口
稠
密
な
ニ.々
の
池
區
.に
：お
け
る
ょ
り̂

、
互
い
.に
も
.つ
と
窮
屈
：
 

.
な
、
も
つ
と
狹
活1
い
思
い
を
乙
ヤ
い
る

」
(

0
?
&
1
6

§
，'
1
:
.
1
. 

p
.

00
00) 

の
.で
あ
る
。
そ
し
て
，

「

最
も
®:
し
い
人
々
は
、
地
下
室
や
屋
根
裏
に
住
ん 

で
：い
谷
。.こ
の
地
下
室
は.、
家
の
內
部
と
何
等
の
速
絡
も
持
た
な
い
。
そ 

:•
■.れ
は

、

小

路

若

七

く

：は

ホ

庭

.：に

.向
つ
て
あ
い
て
お
り
、
彼
等
は
、
非
常
に 

.厲
々
門
と
簿
と
を
兼
ね
た
階
段>2
;
依
つ
て
.、
.-
そ
こ
_
り

て
行
く
。
地
下 

室
は
、
匿
货
か
煉
瓦
造
方
か
で
あ
：り
、
圓
天
井
で
、
荥
に
右
を
敷
く
か
、 

，
タ

イ

ル

を

張
.る
.

か
. ：

し
て
あ
る
。
地
下
室̂

は
.す
べ
.て
煙
突
が
付
い
て
い 

る
？
と
：れ
は
、
紙
下
辑
が
住
居
と1
て
，使

用

さ

れ

る

た

め

に

造

ら

れ

た

.
こ 

と
を
意
味
す
る
。
：.-
.
般
に
：、.そ
：

Q

高
さ
は
、
圓
}

K

并
の
眞
中
迄
を
取
れ
ば
、

-

-フ
'ィ
ー
ト
か
ら
六
：フ
ィ|
:>
半
で
あ
り
、
文
地
下
室
は
、
奥
符
と
し
て、• 

十
フ
.イ
I
ト
.か
ら
.十
四
フ
イ
I
ト
乃
'至
十
五
フ
ィ
ー
ト
を
特
；つ.

」
(

H
a丨

b
l
e
p

 t. 

L

 p.. 82).

て
い
る
。
.そ
し
て
、

こ
の
ょ
ぅ
に
狹
い
地
下
室 

に
伤
む
貧
し
い
人
々
の#
ち
物
と
い
え
ば
、

「

普
通
、

食
物
を
入
れ
て
麗
く
た
め
の
斤
種
の
，戶
棚
若
し
く
は
箱
•
'燥
爐
.ブ
土
を
,
- 

.

_
い
て
造
つ
.た
馄
爐
，
若
千
の
器
物.:
»
'
:
小
.ざ
な
食
卓
.
*-1
、
：三
の
貧
弱
な' 

椅
子
,
鐄
甜
關
と
數
枚
の
毛
布
ル
が
付
い
て
い
る
不
潔
な
疲
臺

」

.

(

H

&

-
.
.

:
la>
-
a
l
l
.
'
.
t
.

'»
-
-
t
. 

.
p
p
.
.
.

:g
§—

8
3

〕

.に
過
ぎ
.な
.い
。
.然
し
：

「

地
下
室
が
最
も
慘' 

.め
な
住
居
で
は
な
い
。：
多
く
そ
こ
は>
思
つ
.た
程
濕
氣
が
な
や
。
爐
爐
に.

'點
火
し
そ
し
て
こ
れ̂
煙
突
の
下
に
置
く
齡
に
、:地
下
室
を
乾
燥
さ
せ
た 

り
地
下
室
を
衞
生
的
に
し
た
ゎ
す
る
通
風
が
考
え
ら
れ
る
'.
0
最
惡
の
往
居
.•

.•
■は
、
,屋
敬
裏
で
あ
り
、'

こ̂
に
お
，い
て
は
、
極
端
な
温
度
も
避
け
ら
れ
■な
.

い
。
何
故
な
ら
、
地
下
室
の
借
家
人
と
全
く
同
揮
に
悲
慘
な
屋
根
裏
の

.借

.

. 

家
人
.は
、
；冬
に
煖
を
取
る
た
め
：の
火
を
焚
く
手
段
を
持
た
.な
い
か
ら
で
あ
：. 

る」
(

T
a
b
l
e
a
d
'
t

.H
,
.
p
*
oo
a
。
リ
：J
ル
に
お
.け
る
住
窀
の
不
足̂ 

,

- 

こ
>の
ょ
"ぅ
に
、
成
程
、.意
與
に
深
刻
で
：̂
つ
：た
。
そ
し
て
、
他
の
織
物
鄣 

市
に
.お
.い
て
%8
、
こ
の
賴
の
事
淸
に
關
す
る
限-J
;
'
、

大

差

が

な

か

つ

た

の 

で

あ

る。

.

.
'

■

':
'•
:
;-
.
’ '

■

.

■例
え
ば
ミ
ユ
.ル
ー
ズ
に
お
'^
て
は
、

「

全
部
の
家
族
に
^
つ
て
粗
床
な
た 

だ

一

つ

.臺
所
で
煮
焚
に
使
ぅ
小
鍋.
戸
棚
代
り
.の
箱
や
大
箱_

，

.

食
#.
，f 
二
、
三
の
綺
^-
.
*舞
椅
承
，
若
干
の
：器
物
が
、
通
例
、
'.同
市
の
製 

淡
場
や
機
織H

場
に
：

さ
れ
る
勞
働
者
の
借
象
に
備
わ'つ
た
家
具
の
' 

. 

金
：部
で
あ
る」

.(Tableau, 

t
v 

I. pp. 

2
7
-
^
2

00)

0
し

か

も
.-
-
»
ミ
ユ

ル
.
ぐ 

.

.
!ズ
や
ミ
：
ユ
ルI

#の
.：近
部
に
，おi.

て
は
、
：
お.お
ざ
つ
ぱ
に
見
て
、.縦
横
、

.が

十

.フ

.イ
，
丨
■
.ト

か

ら

十

二
.フ
ィ'丨
.ト
ぁ

る.と
し

カ.思
ゎ

れ

な_
>こ
の

貧.家
*

■
が
、
借
家
人
の
給
料
が
年
七
十.二
フ
ラ
ン
か
.ら
九
十
六
フ
ラ
ン
、
時
に
は 

\
.
0八ブ
ラ
ゾ
.ヤ
あ
っ
た
時
期
に
ぉ
い
て
、
普
通
、
そ
っ
く
り
借
り
た
い 

と
思
ぅ
如
何
な
る
家
族
に'と
つ
'て
.も
、

'
月六
フ
：
ラ
.ン
か
ら
八
フ
ラ
ン
乃
至 

.- A

I
V
-
7

X

を
喪
；し
、：
と
れ
が
一
'-
-
..

一
 
囘
に
、
郎
ち
十
五'日
目
、
十
五日
目
に
請 

求
.さ
れ
るj (Tableau, t. I. p. 2

6
)

の
で
あ
っ
た
。
.
こ
の
ょ
巧
に 
「

高
ぃ
家
賃
は
、.

ォ
ー
ラ

ゾ
，縣
の
ホ
^
エ
業
に
0
0
さ
れ
る
勞
働
者
のラ
.
 

.ち
、.最
も
低
い
賃
銀
に
昧

Q

て
働
.か
さ
れ
て
.い
る
も
の
、'
.
.
若
し
く
は
最
も
. 

.
出
賢
の
务
い
も
の
に
對
し
、
常
時

H

場
め
侧
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
許
さ 

な
い
'.
0
.こ
の
鄹
は
、
.ミ
ス
ルー

ズ
に
ぉ
い
て
特
に
顯
著
で
あ
る
。
こ
の
市 

は
、
.非
常
に
急
速
な
人
口
增
加
を
遂
げ
た
。
然
し
エ
.場
が
、-そ
こ
..に
お
か 

.

.て
は
、
^
に
#
連
に
發
展
七
た
.た
め
、
該
市
は
、
.工
場
內
部
に
絕
え
ず
必 

.
耍
な
勞
is
を
提
^
じ
て
奥
れ
る
^
^
者
の
全
部
を
咬
入
れ
る
こ
と
が
出
來 

.な

.
V。'そ
れ
か
ら
、
固
ょ
り
住
ん
で
も
高
額
な
家
賃
が
拂
い
切
れ
な
い
最 

も
贫
.し
い
人
々
に
と
づ
て
、
當
然
の
歸
結
は
、
こ
の
都
市
か
ら
遠
く
に
、

一
.リ
ュ
I
、
一
 

リ
ュ
ー
带
の
と
こ
ろ

.に
、
若
し
く
は
も
.っ
と
遠
い
場
所
に 

.住
む
ょ
ぅ
'に
な
っ
た
り
、
又
こ
の.：結
果
、
朝
、H

場
に
行
く
た
め
に
、
每 

'
日
、.一
一
時
か
三
時
に
家
を
出
て
、
夕
方
象
に
歸
っ
て
來
た
り
す
る
と
と
で 

あ
る」

(Tableau, t. I. 

pp. 24

丨25)0 

.し

か

も

「：

こ

れ

等

Q

勞
働 

.者
達
^.
,、
最
^•
の
%'
の
し
か
支
拂
わ
れ'て
い
な
い
。
彼
等
は
主
と
し
て
、 

，
幼
兒
を
：抱
え
た
貧.し
い
家
族
と
、
T
ル
ザ
ス
に
.移
住
し
て
い
る
限
り、
-X 

業
.が
、H

場
に
勞
カ
免
盛
ん.に
吸
收
し
て
吳
れ
た
時
、
方
々
が
ら
來
た
家 

.■族
と
■か
ら
成
る
。’毎
朝
、
こ
の
市
に
來
て
、
毎
晩
、
歸.っ
て

行

^

^

等

を 

^
る
に
違
い
な
い
。
彼
等
：の
允
か.に
は
、
蒼
0

.\

.

.
'
、
瘦
せ
た
、
泥
の
な
か

:

■
 

.
八

七

、'ベ
八
四
三
-

)
「

外
執
醫
ヴ
ィ
レ
ル
メ
の
眼

^
映
じ
た
フ
ラ
ン
ス
織
物

.勞
饊
者」

.



八

八

(

八
四
四)

.:
三
：田
：暴
肴
雜
誌
ン

；第
®
：

十
；K
#
v 
第
十
號
.
：；
. 
一
.

ノ
，

:
を
素
足
で
衆
き
、
' 又
献
降
り
に
も> 
雨

傘

を

持

た

、ず

、

顔

f

首

が

.濡

れ

な 

い
右
め
に
、ふ
邏
や;'
T
着
を
.、
.顔
.の
：
上

に

無

造

作

.に
載

せ

：
て

來

る

，婦

人

、
の 

,

群
と
、
同
じ
1
;5
'
に
ボ
:-
1
:み
、、
同
じ
ょ
ぅ
忆
瘦
?̂.
^

仕
事
中
に
落
ち 

;
允
機
械
汕
で
汚.れ
，だ
被
褪
汝«
ぅ
埂
に
多
赞
の
兒
童
土.が
-い
'る
。：

兒
窗 

■■
は
、
汕
で
.水
め

透

ら

な

く

办

：
っ

.た
着
物
に
货
っ
て
爾
に
濡
ら
名
な
.い
た 

.め
-

i
-.
:
:
,
:
1
，，：A:
.パ
：
：
；
婦

人

の

ょ

ぅ

に

、

I

P
.©
食
物
が
久
っ
.て
.
い 

る
籠
を
手
に
持
た
な
い'で
、
毎
朝
、；：着
物
の
下
に
、
'家
に
歸
る
迄
の
滋
養 

.物
と
し
.て
必
喪
な
少
量
の
麵_
を
、
.持
.っ
て
來
る
.か
、
.隱
し
て
來
る」■ 

(Tablea/U. t, I ，
p. .26)

の
で
あ
.る
。
そ
し
，て
、

「

早
く
も
十
五
時
間 

以
上
に
延
長
"さ
れ
た
勞
慟
日
の
苦
勞
に
、.餘
り
に
も
屢
々
な
、.餘
り
.に
も 

慘
め
な
往
復
の
；こ
の
苦
勞.が
、
不
幸
に
し
て'加
わ
つ
て
來
る
。
彼
等
は
、 

夕
方
、
睡
眠
も
ろ
べ
に
取
れ
な
い
家
に
歸
っ
て
來
て
ハ
翌
■日
、H

場
の
始 

業
時
間
に
間
に
合.ぅ
た
め
に
、.十
分
に
休
む
間
も
な;<
/出
掛

け

.て

行

く 

結
果
と
な
石」(

T
a
b
l
e

§
*.
.
t
,
L
.
P
.
2

.d

.の
で
あ
つ
た
。
し
か
も
、

「

獨 

立
の
生
活
手
段
を
持
た
な
い
人
々
、
追
放
さ
れ
た
人
々
、
h敎
區
の
保
謖
を 

，
受
け
る
權
利
を
全
く
特
た
な
い
人
.々

(

特
.に
、
多
擻
の
'ス
ィ

ス

人

、
.
バ
ア 

ノ

デ
ゾ

人
、
ド
ィ
ッ
領
ロ
ー
レ
ン
め
住
民.

)

.
が
、
仕
事
を
持
ち.た
い

と

'
菌
ん 

で
、.
.心
'惹
か
れ
る
優
に
、.全
家
族
と
共
に
、
ミ.
'ュ
ル
一
ズ
に
、
タ
ン
に、
.
.

.
附
近
のH

業
都
市
に
移
っ
て
來
る
。
彼
等
は
、
職
場
の
ぁ
る
場
所
か
ら
出 

來
る
だ
け
遠
く
允
い
と
と
ろ.に
住
み
、
又
も
っ
と
都
合
の
好
い
住
居
を
獲 

得
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
期
待
し
て
、
'一
先
ず
、
麈
根
裏、
' 酒
藏
、 

物
置
等
に
落
着
く」

0
^
1
6
»
? 

t
;
I

»'^
2
9
)

以
外
に
な
か
'っ
た

.の
で 

あ

る
。
•

.

.

.

, 

. 

.

.

.

.

-
:-
-
--
:又
ル
ナ
ソ
に
お
い
て.、：

「

勞
働
者
は
、
一
，股
：に
、
狹
い
街
の
な
か
で
、
不 

.

;潔
な
.，
濕
氣
の
多
い
、•間
取
り
の
惡
い
ノ
多X
木
で
：造
ら
れ
た
家
に
住
ん•

.
で
い
る
0
部
屋
は
、
小
さ
く
て
薄
晴
い

J
C
T
a
b
i
e
a
t
u
t
'
L
'
p
，
139)0 

L
か
も
、.こ
の
ょ
う
に
狹
い
家
の
獲
得
す
ら
、
ル
ア
ン
：に
凇
い
て
は
因
難
で 

-

あ
つ
だ
。
そ
の
た
め
に
ル
ア
ン
に
は
、
.
.早v

か
ら
多v

の
®

宿

泊

所

が
.
 

..

建
て
ら
れ
、
勞
働
者
の
便
宜
が
計
ら
れ
て
い
た
。

「

宿
泊
所
の
管
理
人
ゆ、
- 

:
I

っ
め
寢
臺
に
ニ
从
が
寒
て
毎
月
め
掛
り
が
六
フ
ラ
ン
と
い
5
非
常
に
低 

.■い
値
段
で
、
.男
-0
勞
働
者
を
.入
れ
、.
.
^
.
か
，も
每
日
.ス
.丨
ブ
.を
用
意
し
て
置 

: 

一
く0:
.
そ

し

て
 > 

一
週
間
の
う
ち
、
肉
入
ス
一
ブ
が©

•度
、
野
菜
ス.
I

Vが
- 

.三

.度
賣
ら
れ
た
.の
で
あ
る
。
勞
働
者
は
、
自
分
で■
寒
を
賈
い
、
ほ
か
に
、

.

.

.食
べ
る
た
め
'の
肉
を
少
し
ば
か
り
仕
入
れ
で
來
る'0
簡
易
宿
拍
所
の
う
ち 

.
で
、
掛
り
の
も
っ
と
少
众
い
も
の'に
.っ
い
.て
い
.え
ば
、
勞
働
者
は
、
^
臺 

,

の
.た
め
に
每
月
、
ニ
人
の
共
同
使
用
の
場
合
、
四
フ
ー
フ
ン
を
、
.一

人

奮 

，の
場
合
、
五
フ
ラ.ン
を
、：

又
非
常
に
小
さ
な
部
屋
に.
}人
で
■寢
る
場
合
、

六
フ
ラ
ン
^
、
そ
れ
ぞ
れ
支
拂
う

」
(
T
a
b
l
e
s
,

 t, L

 p
p
.
157

丨
；158)

:

の
で
あ
っ
た
。

T

ス
丨
ブ
、
肉
、
野
菜
、
上
等
な
麵_
、
水
で
三
分
の
一
若. 

し
く
は
ニ
分
の.1:

に
薺
め
ら
れ
た
林
檎
酒
が
、
.
こ
の
宿
泊
販
に
.お
け
る
普 

'
通
の
食
物
で
あ
る
。
試
食
し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
う
ま
い
。
'こ
れ
を
食
べ 

る
た
ら
ば
、
勞
働
者
に
と
っ
て
毎
日
ニ0
ス
.ウ
か
ら
三
〇
ス
ウ
が
必
耍
で 

あ
る
。
然
し
ニ
〇

ス
ウ
を
越
え.な
い
範
圍
で
、
賄
わ
な

け

れ

ば

な

ら

な 

.'
い
。，
從
っ
て
、
麵
趣
の
た
め
に
は
六.ス
ウ
若
し
く
は
八
ス
ウ
、
朝
食
の
た 

:

め
に
は&
ス
ウ
、

ス
ー
ブ
を
含
め
、.夕
食
の
た
：め
に
は
六
ス
ウ
、
林
摘
酒 

の
た
、め
に
は
一
一
ス
ウ
か
ら
因
ス
ウ
が
限
度
で
あ
る

」

..(T
a
b
l
g
u
.

 t. 

L

 

.

pp. 

1
5
00

1
1
5
9

)

。又
！！
<
：

の
た
め
に
も
同
樣
な
施
設
が
あ
つ
た
。

「

寢
臺 

が
、
そ
.こ
：に
お
い
て
は
、
同
じ
料
金
で
資
さ
れ
て
い.る
が
、
然
し
毎
日
の 

食
物
の
掛
り
.は
、
へ
十
五
：ス
ゥ
、
十
八
ス
ゥ
、
若
し
く
ば
多
く
て
ニ
〇
ス
ゥ
パ 

で
：あ
る
メ 

ニ
O'
ス
ゲ
.を
淳

れ

ば

、.相
當
に
ま
い
も
の
が
食
べ
ら
れ

> 

る
.。
林

籠

や
'
‘朝
食
に
は
书
乳
入
り
の
珈
琲
迄
が
附
い
て
來
る
。
最

も
';
. 

.多
ぃ
雜
氟
糜
の
時
、'.
'1

人

で

寢

石

時

ハ

，
苯

し

-<
は
.ー
部
屋
.で
、
、
別.々
：
の

寢

. 

瘍
に
.寢
る
時
、
婦
人
：の
こ
の
勞
働
者
は
、
.月
六
フ
テ
ゾ
か
；ら
，ー.
0フ
ラ
ン 

を
支
^

 ̂

J,;.. (Tableau. 

t
'
M
. 

p. 159 )

の
で
あ
る
。

,ラ
；ン
X
に
お
い
、て
は
，

「

市
の
.中
心
部
か
ら
離
れ
て，.低
い

：
家

匿

に

.

.
つ

い

.

て
調
べV.

見
る
ど
、
：
！̂

は
慘
め
で
、.
.：殆
ん
どT

日
中
强
.1\
日
光
が
差
达
,

:

ん
で
い
る
と
は
い
：い
介
が
ち
、
：
不_
で
、_'1
>が
も
濕
氣
が
多
'<
、
：
そ
^
て

■ 

火
の
氣
の
あ
る
間
が
、
：1般
に
織
掘
を
寢
毫-と
並
べ
て
置
:-
<
こ

と

の

出

來
■• 

な
い
程
小
さ
く
と
も
、
往
み
得
る'^
だ
：ー
.つ
；.の
場
所
で
あ
?»
'
。
'

(

：
：
；
，
；
：
.

■■
.

< 

:;■
:
•
:
何
故
な
ら
、

，.

屢
々
-*
敬
裏
'

«下
の
間
.に
住
む
不
幸
な
.人
：々 

に
.依
っ
て
、'
.こ
：の
人
達
ょ
':
0
も
更
に
不
宰
な
人
：々
：に
復
貸
レ
咨
れ
て
い
4:

_た
め
.で
あ
る)

。
鮪
裝
.の
惡
い
往
來
に
面^
て
、
埃
を
被
.つ
紅
こ
©
慘

,
な

，
 

银
住
居
が
' 
五
十M

フ
"ラ
>/
.乃
至
六
0
フ
ラ
.ン
か
ら
九
0
.ク
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五
>
:
1一四Q

名
が
兒
黛 

'で
あ
.つ
た(

{̂
<I
>
<
p
s
s
.®
u
r
, 0や cit. t, II, p. 

2
900
.

)

と
や
ぅ
で 

ぐ「

を
豸
の
人
扒
、
エ_
に
.お
け
る
帛
童
1

の
絕
^
的
^
要
性
を
認
め
.て 

い
名
。
第I

、
そ
れ
は
經
濟
的
で
：あ
る

」
CTablea.u, t. II. p. 119 )。 

然
ら
ば
、■
兒
童
勞
働
者
の
就
業
年
齢
は
、

一
體
、
何
歲
で
あ
っ
た
の
か
。
：
 

ミ
ュ
‘，ル
，丨
ズ
の
一
，
工
場
に
、お
い
て
は
、

'「

必
要
な
兒
窗
が
容
易
に
調
達
し 

得
る
場
所
か
ら..離.れ
て
い
る
た
.
.め
、
稀
，.に九
歲
以
T
Iの
兒
.•童
.を

採

用

し

て 

い

る」
(

T
a-D
J
l
l
e
a

'p
*'
.
t
. 

I. 

P, 58) 。

サ

ン
•
カ
ン
タ
ン
の

「

製
絲
工
場 

.に
お
い
て

.は
、
切
れ
絲
結
び
エ
や
絲
卷
エ
は
、

一
般
に
ァ
冰
サ
ス
に
.
お
け 

る
J；
,り
も
金
.ズ
若
い
ゲ
八
歲
以
下
の
者
が
屢.々
.見
掛
け
ら
れ
た」

(
T
a
b

丨

l
.o
)
a
u
:
t
.
I
. 

p. 1
2
1
)
0

又
現
に
、「

エ
イK

、

イ
！
ゼ
ル
、
メ
シ

.
エ
. 

，
ヮ
I
ル
、

ノ

ー

ル
、
' パ
i

フ\
、.'

サV
.

T

ヴ
、フ
ェ
リ
ウ
~
ル
及
び
ボ

X
デH.

の
各
縣
に
お
い
て
妹
、
六
歲
か
ら
七
歲

6

兒
童
：が
，勞
働
し
て
い
る

」

•
 

.

a.a
*
l
e
s
，
：t
...
.
I
I
. 

p. 113) 。

.ニ
ー
ム
に
也
い.て
、

f

金
霜
者
の
年
齢
. 

:•
は

、
、
大

抵

、

十

S

歲
か
ら
：五
十
五
歲
迄
の
間
に
含
ま
れ
る;0…

…
…
…
…

 

.こ
：
.の
ほ
か
、
雀

か
G
十
一11.

塞

：の
兒
童
が
、
浚
を
走
ら
せ
る
た 

'

め
'に
配
屬
さ
れ
て
い1
%
1
-
3'
-
&
1
6
§
广
.
1
:
.
1

-*
.;
^
4
0
7

)

0
.

「

然
七
，.
|殷
に
、

一
!/
v
歳
.か
ら
九
歲
を
兒
窠.の
通
常
！̂

さ
れ
る
年
齢
•と
看
撒
し
.得
る
.
.
.

…
…

..

九

(

八
四
七)

：



.
:
:
.
:-
.
| 一
 

lff
l
學
會
雜
誌
ぃ
第
四
一
ま
ハ

.卷
；.一
；
第

十

；
號
.
'

r

…

ン
：
;:
:
:。
六
歲
か
ら
-七
歳
^
者
に
あ
^
て
は
、.
-
.
.
.

勞
働
攸
絲
觀
に
絲.
. 

冷
蒞
く
か
、■或
：い

は

通

風
|
か
ら
落
ち
る
綿
を
拾
ぅ
介
に
限
あ
办
允.い
.る 

ょ
？
に
.思
わ
れ
^-」

(
T
a
b
l
e
s
.
:

 

II. .p. 99
.

但
し 

R
a
p
p
o
r
t

 du 

b
u
r
e
a
u

 des .iuanuf actures 

か
ら
の
引
用)

。
と
に
か
く
、
:-
め
，程 

度
が
、
：#
情

仓

傳

え

て

誤

り

：な
：
い

と

こ

ち

：
で

あ

ろ

$
0
'',
. 
: 
\
 

.

E:
'

:

t

、
：. 

C

の

ょ

ぅ.な
.兒
童

亦

、
へ

I

殷
に 

>
:诚年
渚
と
向
二.時
間
の
勞
. 

働
を
麗
さ
れ
ず
い
^
の
ヤ
あ
る
。

r

ル
ア
シ
に
お
い'て
は

、*:
務

時

間

で 

は
な
<-
勞
働
時
間
が
.、
.一
年
を
通
じ
.て
十
.三
時
間
半
で
あ
る

J(T:ablep. 

:
:
t
.
,
I
I
:

、p
.oo
'
4

)

。『

オ
丨
-ー
ラ
ゾ
-
バ
卜
ー
ー
フ
ゾ
の
諸
縣
に
お
い
弋
は
，

.、
間

が

士

ー

ー

時

間

で

あ

色

^
闩
&
畜
笤
ブ
^
户

^

^)

。

^

.タV

の
觀
に
お
い
て
は
'、
，年
齡
、

：

男
女
の
別
な
く
、
勞
働
者
教
ブ
日
十 

三
'時
間
の
勞
働
を
す
る

J (
Ta
b
l
e
a
u 

一
 t, II. p. 8

4
)
0

-.
力
ル
カ
ッ
ッ

ン
忙
お
い
て
は
、
赞
働
時
間
が
十'ニ
峙
間
で
あ
.0
、
.ロ.丨
デ
ー
ヅ
：に
お
い 

\

て
は
、
十
時
間
の
勤
務.に
'對
し
勞
働
時
間
が
僅
が
八
時
間
で
，あ
る
忆
も
拘 

わ
ら
ず
、..

エ
.ル
ブ
；J
.フ
：に
.
'お
い
て
は
、
十
五
時
間
の
勤
務
に
對
し
て
.實
働 

.十
三
時
隨
で
あ
カ
、.ァ
ブ
ヴ
ィ
ー
ル
に
お
い
て
％
十
三#:
間
、
ル—
ダ
ィ
，
 

土 

'ル
に

お

，
い

V

も

十U1

時

間
.：セ
ダ
ー
に

.お

.い
て
は
、
へ
寸
五
時
間
で
あ. 

る

；

J (Tableau, 

.
t
.

 

X
L

 

p
p.
00
4

-

^

8

5)

。「

ル

ゥ

.
ベ

に
お

い

で

は

一

 

.時
間

が

：
十

四

時

間

半

で

：
あ

り

、

.-
-
の
ぅ
ち
.！1
.時
間
が
.食
事
>
休

息

：ず

に

振
- 

.向
け
ら
れ
る
？
し
か
も
兒
窗
が
々
こ.に
お
い
汰
は
威
部
渚
と̂

じ
*:
け
勞
： 

働
す
るJ;(Tableau,t. II. pp. 83

丨
00
4)

:-

°
ミ
ュ
ル
一
ズ
に
お
い
て 

は
.、「

毎
日
の
勞
働
時
間..が、.
•

…
…

ぃ：…

：
.
•

…

：
.
.
.
‘
普

通

、
.
.
.
成

年

者

も

兒

童 

も

: ±

ー1
^
か̂
ら
十
吸
時
、間
で
ぁ
る

」

^̂

1
€目
.
1
:
,
1
1
. 

p
.

0 0
5)

。

.

然.

ン
:
ぐ

：
：. 

.

 

.

■.
九
1ー

(

八
.四
八) 

to
.
. 

-
,

.
.

- 

.

:

ru「

勞
働
日
.は
、■.'：

.

燈

火

の

光

に

：
依
'つ
：
てM

L
得
る
如
何
な
る
場
所
にお

;,
い
て
も
、'男
女
、
年
齡
め
別
な
汶
四
季
舍
通
じ
て
十
四
時
間
乃
至
十
五 

.

皓
間
で
あ
り
ぺ
ぶ
の
ぅ
あ
ー
ー
時
閫
が
食
事
^
望
と
に
振
商
け
ら
れ
る
か 

ら
、
•實
際
の
.勞
働
從1.

日
十
.三
時
間
と
介
る」

(

T
a
b
l
-g
-
u
. 

t.: I

* -
.

 

§
.

.

ご1215122)
：

の
，.で
あ
を
。''
尤
も
、
稀
.に
、「

毎
日
十
七
時
間
勞
働
者
を
枸. 

.

.
^ -p

、

：こ
.の
十

七

時

間

：
の

ぅ

ち

、
：
，
体

息

の

.僅
'か
な
時
間
は
、'
®食
の
た
.め 

.

.の.

I

一一
 
十
分
と
、
夕
食
の
た
め
め.
.ー
時
間
と
で
知
り
、
こ
の
殘
り
の
十
五
時 

■■
間
半
が
實
働
險
間
で
知
る1-(Tables., t

:

 II. p, 85
)

場
合
も
あ
つ 

.た
。
又
極
端
な
例
と
し
て
は
、

「

食
.事
の
時
間
を
含
め
ず
、
し
か
も

…
…
…

.…
…

：…

：
：
：1僅
か

光

賃

銀

で

、

：
一

.日
十
五
時
間
か
ら
十
七
時
間
を
、
ぶ 

'

つ
通
し
勞
働
す
る1-
'

(
T
a
b
l
e
a
u
，
t. 

I. 

p. 

16S )

事
實
が
擧
げ
ら
れ
ょ 

,

I
 

.
そ
し
•て
，

「

繁
期
に
は
、
勞
働
が
屢
々
土
曜
の
夜
か
ら
日
曜
へ

か

け

て
 

:

延
長
さ
れ
た」

.

(Tableau't. II., 

P
.00
6)

こ

と

、：「

ニ
群
の
勞
響
を 

_ 

:

以
て
.
1
.
週
間
の
.畫
間
勞
_
と
夜
間
勞
働
と
を
交
亙
に
：行
な
ゎ
し
め

て

い 

.'

た」

-

(Tableau., t. II'

P
.00
6)

こ
と
へF

多
く
.の
製
絲
工
場
に
お
い 

:

て
ば
：、普
通
、
二
十
四
時
間
の
繼
藝
働
が
强
粟
さ
れ
る
。
こ

.の
場
合
、
勞 

パ
働
者
は
、.
_の
組
と
夜
の
組
と0
-
1
1
組
に
分
：た
れ
る
。
甕

.の
仕
事
は
、

,

食
事
の
た
.め
、
，實
働
十
一
；一
時
間
半
に
減
ぜ
ら
れ
る
十
四
時
間
で
あ
る
。
夜 

:
の
.仕
事
は
，
同
じ
理®
の
：た
め
、
九
時

11

に
減
ぜ
ら
、れ
る
十
時
間
で
あ 

:

る」
(
T
a
b
l
e
a
u
，.t.L p.. 

1
S
2
.V
J
,と
も
屢
々
.で
あ
つ
た
。
然
し
、
.と
に

.

.か
く
、
.
. 

_ 

■

勞
働
.日
は
、…

，
>
:
■

.

.

.

.平
均

十

五

時

間

か

^

十

五

時

描

■
'

半
で
あ
り
、
そ
の
ぅ
ち
平
均
十
三
時
間
：の
實
際
勞
働
が
要
請
さ
れ
る

」

.(.Tabieall.t.n.p.

88)

と
い
う
の
が
普
通
の
場
合
で
あ.つ
た
の
：で
あ
る
。

.

1>
か
も
、
.當
時
エ
場
制
エ
業
之
併
存
し
た
：多
數
の.家
內
エ
業
に
.と
つ 

て
、
‘勞
勁
日
を
過
度
に
延
長
す̂
こ
と
に
依
っ
て
の
み
存
續
が
可
能
.で
あ 

つ
b
。
，「

家
庭
に
あ
つ
:.
て
手
織
機
で
働
く
機
織
業
者
.

…
…

:
:…

…
…

：
：
一
 

…

は
、'
'通
常
、
' 

1
日
十
四
時
間
か.
十̂
六
時
間
、.'
時
に
ば
十
七
時
間
も
織_ 

. 

機
.の
前
に
厲
み
込
ん
で
い
る
。'
1般
.に
、
：
こ
 ̂

:

受
敗
る
賃
銀
に 

.反
此
例
す
る
。
儲
け
が
少
な
け
れ
ば■少
な
い
程
、
長
時
間
と
な
る.

I (Ta- 

b
l
e
p
- '

n H
* ..pp.: 

801
1
00

6)

の
で
あ
：つ
た
。

.然
し
、
兒
童
を
苦
し
め
た0
*は
、：
.こ
办
ょ
ぅ
な
昆
時
間
勞
働
ば
ー
か
り
で

■: 

.は
な

：
い
。

工

場

E

に

お

け

る

虐

待

も

亦

、

.'

.
'
す

べ

て

の

钴

章

の

酷

く

恐

れ

る 

と
.こ
ろ
で
あ
つ
‘た
.の
.で
あ
る
.。「

.ル
ナ
シ
：の
挪
績1
4場
に
.は
.、
.1.

つ
の
野
蠻
.
. 

な
慣
例
が
あ
り
、
多
數
の
：勞
働
者
達
は
、
見
習
切
れ
絲
結
び
：エ
を
毆
打
す 

る
こ
；と
を
、
自
分
等.の
權
利
と
心
得
て.■い
る」

(
T
a
b
l
e
s
.

サ

II: 

p. 

116. 

r但
し
'g-
o
n
i
t
e

-r
i

r da

 c
o
m
m
e
r
c
e
:

か
ら
の
引
用)

。
~1
ノ
ル
.了 

.

ン
：デ
ィ
ー
の
若
干
の3:
嫋
に
お
い
て
は
，
例
ぇ
ば
棍
棒
が
、
：機
械
ど
し
て 

勞
働
要
具
.の
な
.か
に
數
べ
.
..
ら
れ
ノ
て.：い
る…

.：

.

…

：
.

…
…

.：

.

…

。
'繁
期
に
、■.成
..

 

年
勞
働
者
が
夜
間
勞
働
す
る
際
に
は
、
.兒
蜇

も

..亦

同

じ

く

夜

業

し

て

勞

働 

し

へ

若

し̂-
の
瘳
め
な
子
供
達
が
眠
氣
に
負
け̂
休
也
す
る
ど
.'
;
棍
棒
そ
' 

の
他
0.
.あ
ら
ゆ
る
手
段
に
依
つ
て
起
ざ'れ
る」

(
T
s
i
e
a
u

.'.t.: I
£

.

 

W
P
: 

I
d
6
l
i
l
7
,

但
し Inddstriel d

. ®ia. d
h
a
m
p
a
g
n
e
.

か
ら
の̂I

用)

， 

の
で
.あ
っ
た
。H

場
内
部
に
お
け
る
か
か
る
虐
待
の
た
め

T

子
供
達
は
生 

氣
が
な
く
瘦
せ
ャ
病
弱
で
グ
巷
适
み
^
す
っ
が
り
銮
い
ぼ
れ
て
皺
だ
ら 

け

で

あ

る

。
.
.
^
^
の

腹

部

は

大

き

く

グ

し

か

ん

そ

の

肢

體

は

瘦

せ

衰

ぇ

て

. 

い
る
。
S

の
脊
骨
は
曲
り
、
，そ
し
て
脚
は
驚
曲
レ
て
.ぃ
.る
。
：
彼
等
の
苜

:

筋
は
疵
痕
だ
ら
け.で
、

し
：か
も
瘰
廳'が
酷
い
。.
•彼
等
の
指
は
潰
瘍
.に
罹 

.

.り
、
.
.そ
し
.て
骨
は
ふ
.や
け
.て
.弱
く
な
.っ
て
.い
る
。
.結
局
、
....

こ
の
小
さ
な
不
.
. 

幸
渚
達
ば
'
っ
ま
ら
ぬ
ど
ど
の
允
め
に
苦
し
め
ふ
れ
、
死
ん
で
行
く
の
で
.
- 

あ
る」

.
(
T
a
b
u
.
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00
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但
レ
.Rapport 

‘ 
 ̂

immicipalit§

 sur‘̂
s
”2ioyens 

妒 

p
HCD
y
^
® 

i

-Bmedlat exnent 
oontre.le

oげ
o.
^
s-
'
l
s
o
^
u
s
.

か
.ら
の
引
.用)

。
そ
し
て
、
こ
の
.值
接 

の
影
響
が
、.壯
丁
の
體
位
低
下
と■な
，.っ
て
現
わ
れ
て
來
る
。
，
.
3
日

機

械， 

.

.の
前
に
«.
み
込
ん
で
日
蔭
で
生
括
し
、
木
の
葉
め
色
に
近
1'
.と
.い
っ
て
も 

差
茭
え
な
い
程
に.顔
色
が
蒼
岛
と
'な
つ
て
い
る
人
間
と
、
同
じ
場
所
の
他 

の
隹
民
ク
若
し
く
は̂
外
で
广
照
り
っ
け
る
日
光
の
下
で
働
く
農
夫
と
を
r 

'V

比
較
せ
ょ
。
雛
も
が
相
違
に
麗
く
に
遠
い
な
い
.

K
T
a
b
l
e
p

 t. 

p
 p.; 

「

2
4
5

)

？
'
-1
<:か
%■「

こ
.め
相
違
故
著
し
い'0
そ
れ
は
、
徵
兵
執
行
士
官
の
熟• 

.知
す
る
と
こ
^
で
あ
一
る
。
.

…

.

…
…
…

.
：
：
：

…
…

•
一
 
一
〇
歲
か
ら
一
一
十
.
一
歳 

.の
靑
年
達
は
、
貧
し
い
權
級
、
謂
ゆ
る
工
場
勞
働
者
階
級
.に
屬
す
る
限
り
、

.

身
長
、.體
格
、
：篇

の

豳
tv
屢
A
軍
務
に
不
適
な
場
合
が
あ
る
。
.’軍
務 

に
適
す
.る
百
名
，.の
男
子
を
得
る.た
め
に
は
、
.生
活
の
豐
か
な
階
級
に
如
い 

.

て
は
一
九
.三
名
の
徵
募
壯
丁
を
、
.貧
困
階
級
忆
灰
っ
光
は
三
四
ー
看
の
徵 

.
募
壯
丁
を
、必
數
と
す.る「(Tableau, t. II. pp. 2

4
1
2
4
)：

く
ら
い
で 

あ
っ
た
^
で
^
る
。
.-:

.
•
一
 
然
兑
兒
氳
办
大
量
的
屉
傭
の
結
果
、
こ

のに
、

it
位

.
の
驚
く
ベ 

き
低
下
が
起
.っ
た
ば
か
り
で
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活
費
は
不
足
で
あ.つ
た
の
で
あ
^_

0

(p'vasse!fT, 

op. cit，. t. II. p
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。
：：ー.應
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
ど
は
.、
',
-か
く
-て
、
勞
働
著
の
多
く
に-
.

: 

と
づ
て
へ
至
難
な
と
と
匕
屬
し̂
の

セ

ぁ

つ

だ

。
.

'

.
"例
え
ば
汐
:|
.
,ル
の
場
合
。
；
妻

と
.>
.十
歲
が
ら
十
ニ
歲
の

I
子

と

を

働

が
•: 

.せ
て
い
る1.

勞
働
家
族
め
年
收
は
：ぼ
法
人
が'ー：
日
三
〇
ス
.ゥ
と
し
卞
|年
ニ 

間
に
四
五
〇
フ
'ラ
シ〈

_
が
ー
0:
ー
 

1
6ス：ゥ
と
し
て
-.
.靠
繁

ー

〇
0
フ
• 

ラ
シ
、i

子

が1

日
十f

ス
.
.ケ
と
し
て
1
.年
間
1
て
六
五
^
ラ

'/
.
-で
、
：都 

合
九
一
五
フ
'ラ
ゾ
と
な
る
べVoyez, Tableau., t. 
一
 I 、

pp.. 99

丨100)0 

そ
し
て
：C
れ
幻
應
ず
る
.ー
：
铝
間
ー
の
：
出

費

と

1
で

、

〈

屋

根

裏

、
：
地

下

室

文

_
は

 
一
ノ
 

小

さ

な
-部
歡
を
借
り
た
場
合
、
-$
ハ
.
07'
ダ
ゾ
の
家
賃
、：
主
人
、■妻
、
：
 

r

子
の
.食
費
を
一
日
#
十
四
ス
ゥ
、
.十
^'
^
々
、
.'九
ズ
や
の
割
合
で
計
算 

し
て
年
そ
れ
ぞ
れ
ニ
五
班
ス
ラ
て̂

-ブ
九
ァ
ラ
ン
、
^

-
れ
に
幼
な
い
子
供
達
の
分
 
ー，0;
0:
フ
夭
，ゾ
を
a
#.
し
て
ギ
合
計
七
三
八.
:

.こ

:

:

九
-
r

 

(

八

產)

.

.
• 

•
フ
ラ
.ン
.
.
.
の
.食
費《

-
の
食
費
と
家
賃
と
の
合
計
七
九
八
フ
'ラ
ン
が
計
上
さ 

れ

る(veyez,. Tableau.-..I. 

p
,
l
o
o

)

:°
#
々
.
'
p
、.家
具
•
下
蔚 

類
-
衣
眼 >:

洗

濯

，
燃

料,-
,
燈

火V
.仕
事
の
道
具
等
の
た
め
に
支
出
し
得 

る
額
ば
、へ
僅
か
に

1

.一.七
プ
ラ
ゾ
,に
過
ぎ
な
い
.の
で
あ
る」

(

y
o
y
®
N
V 

T
a
bles., t. I. 

p
,
1
0
1
>
。

— !
確
か
：に
.、
こ
れ
は
多
く
は
な
い

」
(

H
a
> 

I

d

. 

P
/
1
0
1
)
。

'1
.か

:%「

證

-
失
業
‘
少
量
の
飲
酒
の
こ 

’
'と
を
想
像
せ
.よ
。
ご
の
家
^
は
#-
常
な
不
安
の
う
ち
に
あ
る

」

へ
g
g:
c!
>

§
.

一
'
.
;
I
.
P
:*.
'
:
l
a
>
:と.い
^
な
.け
.れ
ば
な
ら
な
.い
で
あ
ろ
う
。
正
に
.、
食
べ
る 

の
が
精
々
':で
あ
つ
'̂
の
.で
あ
る
0

.

:

‘
 

ラ
ン
'ス
の
場
合
:°
働
く
時
間
の
少
な
い
八
歲
と
：六
ヵ
月
の
通
學
坐
；
簡 

單
な
仕
事
に
從
事
し
て.い
务
父
；
家
事
の
合
間
に
羊
毛
を
選
別
す
る
母
が

- 

::

.毎
日
得
を
賃
縱
は
、ど
ぞ
れ
ぞ
れ
三
：ス
ウ
、
ー
ー
十
八
ス
グ
、

一
〇
ス
ウ
で
、

..都
合
四
十
.1'ス
ウ
-と
な
る
、
ノ
ー:^
の
う
<ち
.三
0.
〇
日
働
く
と
す
れ
ば
、
年 

收
は
六
ニ
へ
五
ラ
ラ

^
と
な
る
' 
こ
：れ
か
ら
.、
家
賃
の
七
十
五
フ
ラ
ン
と
、

' 
:幼

な

-1
'
:子
供
達
の
諸
掛
り
六
〇_フ
ラ
シ
三
十
三
.セ
ン
チ
ーA
と

が
差
引
か 

れ
，る
へ Voyez,' 

T
a
b
l
e
a
d
.

c+..L' p. 

2
4
0

)

,°
こ
の
殘
り
で
ゝ「

家
族 

.

.

.

.

.

は
、
.

麵

麴
•
.
野

菜

•
野
菜
ス
.丨
.。フ
.を
食
い
、
.

,
.又
幼
な
い
.ニ
人
の
子
供
達
か
た.め
に
每
日
少
量
の
牛
乳
を
買
う
。
日
曜
毎.

.に
、
.

:肉
入
.ス
，丨.
.。フ.を
作
る
た
め
に.一'封
度
の
肉
を
賈
つ
て
來 

る」
(Tableau, t. I. p.. 2

4
®

の
が
精
々
で
あ
つ
た
。
現
に
、

.

r

こ
.の 

•■
•■;:家
族
は
、.寢
臺
に
附
い
.て
い
で
、
く
粗
末
な
毛
布
の
掛
っ
て
い5

!■
の
顯

.

.蒲
國
'の
_上
'.に
寢
る
.°
.

'

…
…
…

—
、
父
は
シ
ャ
ツ.を
着
て
い
な
い
。
母

.も
、
二
人
の
乎
供
達
も
、
：荷
造
り
用
の
使
い

十：！

し
た
布
に
近
い
と
い
つ
て

も
差
.支
ぇ
な
い
程
に
傷.ん
だ
も
の
を
着
て
い
：6」<Tableau. t. 

I. 

p
.

. 

2
4
s

に
過
ぎ
な
か
っ
た.の
.で
あ
る
。

食
費
以
外
に
は
、'一
鍈
も
掛
.け

ら

； 

へ
れ
な
い
と
：い.
5慘
め
さ
.で
灰
っ
'た
。
;

...',

■

勞

働

渚

の

多

く

に

と

.
っ

て
、
.と
の
^
ぅ

に
、
' 食
べ
て
行
く
の
が
線
々
の
、
 

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
生
活
の
不
如
篇か
ら
、
勞
働
者
は
將
來
に
對
す
る
希. 

望
を
失
な
い
、.却
っ
.
.て
强
い
尉
安
を
求
め
る
ょ
う
に
な
.っ
た
。

「

非
常
に 

多
數
の
男
や
女
が
毎
日
酒
場.に
/ビ
I
ル
を
、
.；ょ
；̂腿

.

.
々
.
、
'

…
…

安
っ
ぽ
い
一
杯
で
ブ
ラ
シ

デ
-:-:

を
^
^
に
行
1

(Tableau.: t.

p
.
'
l
s

)

' 

.

.
し
力
.も
... 「安

，.> 
フ
ラ
y-
デ
.丨
や
、.
.
.
そ
の
就
の
.
'アル
コ
J
,ル

性
飮
料
を
、
徹
宵
し
て
い
く
ら
で
も
飲
ま
せ
る
多
く
の
，

小
料
理
屋
や
酒
場 

が
到
ゐ
と
こ
ろ
に
存
在
し
て

」
(

.
^
&
1
6

§.
.
 t. IL p. 36)

ク

勞
働
者
を
.： 

誘
惑
し
た
。
そ
し
で
、
當
時
旣
に
、
.飲

酒

癖

は

、
.；
勞

働

渚

間

に

廣

;<
蔓

延 

■し
、
-
$々
乙
き
姬
會
問
題
の.ー
；っ
に
迄
も
發
展
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た。.

. 

，「

多
く
の
人

々
は
•
、
.
座

る
場

所

がな
；い
た
め
、_立
.っ
て
飲

む
。
..そ
の
.な
か 

に

は

、
.
婦

人
も
大

勢

いる
。
.
.皆
が
：
•
：
.
：

…

：
一

•

…
…

安

い
ブ
ラ
ン
デ
丨 

か
、
若
し
く
は
ビ
ー
ル.を
飮
む
の
で
あ
る
。
葡
萄
酒
は、
' そ
こ
で
は
高
く 

. 

て
手
を
出
す
こ
と
も
出
來
ない

。
多

く

：
の

人

：
々

枝

、
酒
場
に
入
る
前
に
、

ブ

ラ

，ン

デI
を

お

い

し

く

飲

沿

た

.め

藥

屋

に

寄

っ
て
.樂
を
賈
ぅ
1-(xab- 

l
e
p
.

 t. I. 

p
.

淠)

と

い

：
つ.た
調
乎
で
あ
つ
た
。

-
「

外
.科
醫
ヴ
ィ
レ
ル
ス
の
眼

H.

映
じ
.た
フ
ラ
ン
ス

.織
物
勞
働
者」

.
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,

'
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.

.

工
場
制H

業
の
普
及
.が
本
格
化
し
た
以
前
の
時
期
に
お
い
て.も
、
.
確
か 

.に
>「

羊
毛
エ
.場
の
勞
働
者
は
、
他
の.職
業
の
勞
働
者
の
よ
う
に
、
極
端
な 

:貧
困
め
.う
ち
に
あ
っ
た
。

：

當
時
の
最
も
裕
福
な
人
達
で
さ
え
、
狭
い
家
に 

、住
み
、
.簡
單
.な
食
事
を
し
、.粗
末
な
も
の
を
繮
い
、
-4
貝

ー‘
八

三

六$ 

，よ
り
餘
程
.に
贫
乏
.の
-
.

よ
/'

0
r見
^
た
'
。

.

.
•
.
.
:
.
.
.
.
.
:
.
.
.
.
.
.
.
. 

•

勞
働
者
は
週
に
.

.一
度
肉
と
肉
入
ス■!
■:ブ
と
を
食
.

X-

て
い
た
。
.

…
…

…

：…
…

…
…

，.

…
…

事

實
、
.困
窮
の
た
め
精
•々
ニ
度
食
べ
る
に
過
ぎ
な
い
。
結
局
、
：

…

：
.

.

'
r勞
_
者
の
健
康
は
、.，一.
.般
に
、
•
.今
日(

一
八
三
六
苹)

豫
想
す
る
程
-
M 

V.

は
な
.い
。
,し
か
^
、
肉
體
上
ー
に
大
き
な
缺
陷
が
あ
れ
ば
、
道
德
的
に
有 

害
：で
あ
.る
。
，勞
働
者
は
神
を
信
じ
な.く
な
る
。
嘗
て
、
勞
働
審
の
多
く
は
、 

.謂
で
あ
っ
•た
と
は
.い
え
、
工
場
主
が
ら
羊
毛
を
盗
ん
だ
。
.子
女
の
放
蕩
は
、
，
 

4
日

C
T

八
三
六
年)

程
注
意
■を
惹
か
な
か
っ
た
げ
れ
ど
も
、

…

；
.：
： 

:
:
:、：到
る
と
と
.ろ
で
見
掛
け
る
こ
と
：が
出
來
た
。
反
面
、
希
菌
は
す
べ 

.て
の
人
々
の
.う
ち
に
あ
る
。
/
多
く
の
勞
働
考
はX
場
主
た
ら
ん
と
欲
し
、 

又
多
く
の
31
場
主
.は
.早
く
金
持
た
ら
ん
と
す
る
。
こ'の
た
め
、
勞
働
者
と 

±
場
主
と
を
互
い
に
結
ん
で
い
た
絆
は
緩.み
、
工
場
主
は
勞
働
者
を
生
靡 

す
る
機
械
と
し
か
見
ず
、
勞
働
者
に
っ'い
て
他
の
點
は
悉
く
無
視
す
る。
•

•嘗
て
こ
の
よ
.う
な
こ
と
が
な
か
つ.た
。

•

.

.

.…
…

…

.
道

德

に
つ

い

て

は

、

後
退
が
見
ら
れ
、
勞
働
者
は
現
實
の
文
明
か
ら
悪
習
し 

か
學
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

J (Tableau, 

t. 

L
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但
し
ラ
.ゾ
ス
在
住
の
 
一
一

R
H

場
主
•の
談)

。
へ
然
し
と
に
か
く
、

「

す
べ
て
の 

人
々
，に
と
0.
,て

,'
生
活
の
樂
し
さ
、.思
い

の# :
の

進

出

が

保

證

さ

れ

て

い 

る」
(Tableau, t

へI. 

p. 241V
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一
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田
學
會
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西
1!
2
ハ
卷
：
：
へ
第
1:
號

ぃ

ぐ
'
'
:
'
.

へ
'.
ノ
-

時
代
で
.あ
つ
た
：の
で
あ
る。

,

■
■ 

/

' 

.
か
か
る
事
態
は
、
.散
十
九
世
紀
に
人
つ
て
、
工
場
制

H

粢
の
制
覇
が
決： 

定
的
と
な
れ
ば
"i

く
變
つ
.て
來
る
。
，

「

工
業
め
發
展
、
缽
一
：工
場
内
部
に 

お
け
る
多
く
の
男
女
の
共
同
が
、
；惡
德
の
蔓
延
に
關
傲
が
あ
づ
た

」
(

H
P
-
:
. 

bleau. 1.1, p.. 241
•
‘但

:u
ラ
.

V

ス
在
住
.の
一1R

H

場

主

の

談

)

，
ば
か 

り
.で
は
な
い
。
；.

「

都
市
•
.
.
多
數
の
家
族
が
住
む
狹1
..
;
:
.
^
れ

たj

暗

. ̂

多
く
の
街
0.
特
にH

業
都
市
で
は
、.籐
蕾
.
•箱
•綺
子
'
•
.
織
機
•：道
具
で 

v

杯
に
な
る
.た
だ
の
1間
に

：
お
い
'て
"
勞a

?
:

は
、
；媵
た
り
働
い
た
り、
.. 

料
理
：を
作
つ.た
.り
食
事
を
し
だ
り
す
る

…
…
…
…

.

…

：
？

一
 
般
に
::
'
勞
働— 

衮

の

は

、.窓
も
な
く
、
飾
り
も
な
く
、'
又
戶
ロ
だ
け
か
ら
し
か
光
線 

が
入
つ
‘て
來
な
.い
、1.

間
の
小
屋
に
過
ぎ
な
い

…
.
.
:
.
:

.

.

.

.

.

.
0

同
時

，に
、
偶
々
、
健
康
的
で
、
快
適
な
、
.
し
か
も
大
き
い
綺
麗
な
街
の
な
か
に 

あ
る
多
く
の
家
を
覓
掛
け'る
。
允H

場
主
.が
い

ぅ

ば

か

り

で

な

ぐ

、
■

.勞

働 

者
の
な
か
で
も
、#
に
老
勞
働
者
は、

:

•

…
…
…
…

.，今
日
，

(

一
A 

三
六
年)

、
勞
働
者
.の
住
宅
が
、二

o
年
、
三
〇
年
前
ょ
り.良

,<
.
な

つ

て

い.
 

な
い
こ
と
、
.
又
勞
働
者
が
特
に
、
非
常
&

屈
な
狀
羅
に
あ
义
こ
と
を
敢 

.
て

認

め

る

J (Tableau, t, 
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程
で
あ
り
、
工
場
制
工
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の
本
格
化
と
共
に
、
勞
働
者
の
經
濟
生
活
は
ノ
刦
っ
て
こ
の
よ
う
に
窮
乏 

の1

途
を
池
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の'で
あ
つ
た
。
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'

間
題
の
所
■在

.

戰
爭
不
況
に
栽
く
産
業
合
理
化
は
大
企
業
の
勞
働
諸
條
件
の
劣
悪
化
，を 

'も
た
ら
し
、
そ
の
影
響
は
日
本
經
濟
機
構
の
最
底
邊
を
形
成
す
る
家
內
勞 

,

働
者
に
必
然
的
に
波
及
す
る
こ
と
は
明
確
な
事
實
で
あ
る
。

.:

併
も
此
の
家
內
勞
働
を
支
柱
と
す
る
種
々
な
る
諸
經
營
が
廣
汎
に
存
在 

.す
る
の
は
如
何
な
る
理
田
に
依
る%■
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
名

「

み
み
ず
經 

營」

と

#
ば
れ
る
も
の
の

.殘
存
の
根
據
は
日
本
の
場
合
社#-
經
濟
機
構
に 

組
み
込
ま
れ
て
い
る
農
業
構
造
の
封
建
遺
制
に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、、
國 

.

,
家
獨
占
資
本
主
義
の
現
段
階
に
於
け
る
獨
占
資
本
が

 
一
RQ
に
ぬ
い
て
申
ル 

企
業
、
そ
の
最
下
曆
を
な
す
零
細
經
營
を
陶
汰
し
つ
つ
广
他
面
に
於
い
て 

從
罾
！
下
請
の
諸
關
係
を
通
し
て
此
等
の
諸
經
營
，を
利
用
す
る
或
い
は
そ 

.
:
の
塞
底
と
し
て
の
封
建
遺
制
を
利
用
し
、
最
大
限
の
利
潤
を
收
得
す
る
と 

'，
い
う
點

.に
こ
そ
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 

.

^

以
上
の
諸
點
か
，ら
く
大
麻
經
濟
に
於
け
る
生
產
形
態
-
勞
働
力
の
存 

i

と
の
關
連
の
下
にI

を
規
定
す
る
大
麻
生
產
行
程
に
於
け
る
特 

«

殊
な
封
建
的
農
業
勞
働
ガ
の
著
し
い
蛩
的
過
©

と
、
大
麻
坐
產
の
史
的
發

展
を
展
開
し
、
此
等
を
利
用
す
る
獨
占
資
本
と
の
關
連
を
究
明
す
る
も
の

で
あ
る
。
：

.

'

.

'

. 

.

/

.

.
問
題
の
領
域
に
關
す
る
詳
細
な
硏
究
未
開
拓
の
た
め
概
括
的
な
點
に
關

■ 

す
る
文
献
以
外
は
す
べ
て
實/l
p

忙̂
於
け
る
デ
丨
.̂
を
用
.い
.た
。
大
麻 

經
濟
以
史
的
發
展
に
關L
で
は
拙
稿
.「

大
麻
經
濟
に
於
け
る
史
的
發
展.と
' 

. 

商
業
資
本
の
諸
形
態1—
_下
野
史
學
第
三
號
に
展
開
さ
れ
て
い.石
。
''

.

.
:

 

-

L

:

'

,

 

ノ

丨

,」

1
:大
麻

經

濟

の

史

的

考

察.
''
.
: 

'

.

大
麻
作
'

の
展
開
が.

綿
作
普
及
以
後
婷
滯
は
し
允
が
後
進
地
：に
依
つ
て
は 

幾
存
す
る
も
の
が
あ.

り
、
殘
存
し？

つ
商
品
經
濟
め
展
開
に
ま
き
込
ま
れ
、
.

一
部
.

衣
類
原
料
：と
し
又
漁
網
、
：漁
具
用
網
、

.

.
'蚊

帳

.の

原

料

と

し

て

使

用

さ
 

.

れ
た
。
例
え
ば
北
陸
方
面
は
近
江
蚊
帳
の
供
給
地
と
し

$

く

か

ら

知

，
ら

. 

れ
、.

：
從
.

つ
て
干
觸
な
ど
の'

購
入
肥
料
I

有
機
質
肥
料
活
用
に
ょ
る
贜
作
法. 

.

が
展
開
さ
れ
る
に
至
：つ
た
。0

 ̂
^ 

:

;

''
%
ご
で
德
川
前
中
期
に
於
い
，て
大
麻
：は
如
何
な
る
地
域
.に
栽
培
さ
れ
て
，
 

い
た
で
あ
ろ
ぅ
か' 
宵
姓
傳
記(

天
和
i
兀
祿a

兴
八
0
年
代)

、
に
ょ
る 

と

「

暖
國
に
は
^

塞̂
國
私
し
て
よ
し
今
上
野&
陸
、
T -
野
信
濃
に
て
作 

る
麻
諸
國
”へ' 渡
.るJ

と
あ
，り
£

1 
一0
封
建
社
會
の
蹒
の
栽
培
分
相
は
現 

.在
と
變
化
な
い
地
域f
布
を
示
し
で
い
；る0
：そ
と
で
硏
究
め
視
野
を
下
野
，
 

國
に
限
定
し
i

川

初

期

が

：
ら
*

に̂
か
け
て
領
主
办
商
品
：經
濟
化
に
對
パ 

應
し
つ
つ
、
：.下
か
ら
.の
農
民
の
商
品
經
濟
化
を
分
析
し
な
が
ら'
 
カ
㈱
の

. 

商
品
化
の
具
體
的
特
質
を
浮
彫
し
て
見
ょt 

;
:
そ

在

で

先

づ

大

麻

地

帶

：.の 

典
型
的
都
市
と
じ
て
め
栃
木
町
を
柚
出-1
.、
.そ
の
內
部
構
造
の
漱
|

化

.
大
麻
經
摔
痄
於
け

^

f̂i
力
，の
#
お
^

■

..

を
究
明
す
る
こ.と
が
、
商
業
資
本
の
特
質
形
態
を
土
地
所
有
と
の
關
迎
の

.

下
に
、
.大
麻
の
商
品
化
の
過
程
に
於
い
て
把
握
す
る
鍵
を
提
供
す
る
も
の

'

で
あ
る
;0
'

..
，

'

• 

.

.

•
先
づ
：F

北
關
觅
に
於
け
る
一.封
建
都
市
の
硏
统J

とT

栃
木
鄕
土
史J, 

:
を

方

法

論

的

に

桡

明

し

，
、

”
現
1'
の
，マ
，.ー
ー_ュ
論
爭
の
成
架
を
攝
取
し
っ
っ、
.

.
小
臂
業
段
階
の
形
態
と
そ
の
、變
化
の
特
質
を
現
代
的
觀
點
が
ら
分
析
解
明

‘

し

よATN

と
す
る
も
-の

で

あ

る

。■■
;

'

ン
 

,

,

..栃
木
町
に
於
け
る
封
建
社
會
：の
特
權
的
問
屋
層
は
在
方
を
支
配
す
る
領

、一
土
達
の
藏
屋
敷
の
ば
た
ら
き
を
な
し
た
も
の
で
あ
り
、

：

周
邊
の
村
の
名
.主 

,

.は
い
ず
れ
も
、.毎
年
栃
木
町
年
寄
長#
川
藤
助
に
、
年
寅
米
趴
趴
に
關
す 

-

る
報
街
書
を
提
出
し
て
い
る.こ
と
を
以
て
し
て
も
理
解
さ
れ
る
。
同
時
に 

-
江
戸
の
持
權
商
人
が■
木
町
：の
，顧
主
下
の
前
記
商
人
と
收
納
米
の
處
分
方.

法
に
關
L
て
打
合
せ
て
い
る
書
狀
が
存
在
し
て
い
る
現
在
、
問
題
の
所
布 

'
.
は
領
主
と
抱
合
し
亡
栃
木
の
特
權
商
人
層
が
江
戶
の
特
權
商
人
に
バ
ッ
ク 

:

，ア
ッ
.プ
さ
れ
つ
.つ
上
か
ら
商
品
經
濟
を
展
開
し
た
も
：の
で
あ
る
。

(

独
三)

.

•
以
よ
の
上
か
.ら
の
商
品
邂
濟
の
展
開
は
生
と
し
て
生
_

地
代
の
商
品
化

を
中
心
と
.す
る
が
ハ
'_他
方
此
れ
、に
.對
立
す
る
下
か
ら
の
農
民
層
の
分
解
に 

.

:
.依
る
在
方
胄
入
の
發
生
之̂
_
は
す
で
に
早
く
へ
元
祿
度
差
出㈣)

下
野 

.

の
山
村
、

.

鍋
3
.に
於
い
：て
.冲
ら
田
の
肥
料
と
し
て
自
給
肥
料
の
ほ
か
チ
||

.
を
多
量」

に
用
い
て
居
り
、'此
.の
商
品
性
有
機
質
肥
料
を
媒
介
と,1
.
て
廣
汎 

.'
•
.な
農
村
が
商
品
經
濟.に
卷

き

込

ま

れ

，た

の

.で
あ
り
、
そ
の
結
果
前
記
鋼
山

で
抆
多
量
の
廊
で
綿
、
ぅ
る
し
等
靡
出
す
る
_
至
つ
た
。

.
：

：.；
.

ン
一
此
の
こ
と
：比
又
地
方
都
市
の
形
成
發
展
を
ぅ
な
が
し
、
栃
木
町
の
如
き

.

.

'

.
 

.

.

九

九
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